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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーのメンバーをコードしています。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たしています。カスパーゼは不活性なプロ酵素として存在し、保存されたアスパラギン酸残基においてタンパク質分解処理を受けて大小2つのサブユニットを生成します。これらのサブユニットは二量体化して活性酵素を形成します。この酵素の活性型の過剰発現は、線維芽細胞でアポトーシスを誘導します。細胞の成長、分化、およびアポトーシスに重要なMyc/Max/Mad転写制御ネットワークの中心的構成要素であるMaxは、このタンパク質によって切断されます。このプロセスには、Fasを介したMaxの脱リン酸化が必要です。この遺伝子の発現は、インターフェロン-γおよびリポ多糖によって制御されます。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2010年8月]、触媒活性：P1位置にAspが厳密に必要。優先切断配列は Tyr-Val-Ala-Asp-|- ですが、Asp-Glu-Val-Asp-|- でも切断されます。,機能:プログラム細胞死 (アポトーシス) のメディエーターです。,PTM:2 つのサブユニットは、自己触媒メカニズムによって前駆体配列から派生します。,類似性:ペプチダーゼ C14A ファミリーに属します。,類似性:1 つの CARD ドメインを含みます。,サブユニット:20 kDa (p20) および 10 kDa (p10) のサブユニットによってそれぞれ形成された、逆平行に配置された 2 つのヘテロダイマーで構成されるヘテロテトラマーです。,組織特異性:脳を除くほとんどの組織ではほとんど検出されない量で発現され、最も高いレベルは肺、肝臓、および骨格筋で見られます。,
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	エトポシド25μMで24時間処理したHeLa細胞およびA549細胞のライセートを、カスパーゼ5（p20,Cleaved-Asp121）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	切断カスパーゼ5 p20（D121）ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析

